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平成３０年度 学校評価総括表 奈良県立奈良西養護学校

教 育 目 標 子ども一人一人の人権と人格を尊重し、発達段階や障害の特性に応じてその可能性の伸長に努める。また、社会参加 総合評価
と自立を目指して主体的・意欲的に学ぶ力や生きる力を育み、人とのつながりの中で心豊かに共に生きることを喜ぶ
人間の育成に努める。

運 営 方 針 本年度重点目標の達成をめざし、教職員一丸となってＲ－Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルによる学校教育活動全般の充実・
改善を図る。

２９年度の成果と課題 本年度重点目標 具 体 的 目 標
帝塚山地区の学校や地域の方 ①主体的・活動的な子ども達を育てる教育 ①昨年までの授業研究の成果を日々の授業に生かして教育活動をすすめ
々との交流及び共同学習に積 活動を実践する。 る。子ども達が自己選択し試行錯誤の結果、達成感を感じることがで
極的に取り組んだ。それぞれ きる取組をつくる。
の取組を全教職員で共有する ②指導・支援のポイントが継続して指導で ②個々の自立活動の課題を明確にして、その内容が個別の指導計画に確 Ｂ
ことで、さらなる取組の充実 きていく体制づくりをすすめる。 実に反映される。子どもの強みと弱みを把握し、生活年齢に応じた適
をめざしたい。 切な課題設定を行う。
キャリア発達支援の視点を踏 ③校外での活動を組織的に整理された取組 ③小中高の各学部が実践している校外活動の内容やねらいを全校職員が
まえた授業づくりを進めるこ として整理する。 知りあう。
とができた。そこでの成果を ④全職員が特別支援教育の専門家としての自覚を持って、研修に取り組
自立活動の指導の改善につな ④特別支援教育のセンターとしての機能を む。奈良西養護学校が地域のセンターとして存在する取組を積極的に
げていく。 果たす。 推進する。
評価項目 具体的目標 具体的方策・評価指標 自己評価結果 成果と課題 改善方策等 学校関係者評価

（評価小項目） （評価結果の分析） （結果・分析）及び改善方策
低学年、高学年 学級活動のねらいや学習内 低学年学級活動をあそびの 来年度より、学級活動のね
のつながりを意 容について引き続き検討 指導と捉えることを学部で らいを低学年・高学年別に ○地域の保護者を対象とした
識しながら、小 し、学部で共通確認を行う。 共通確認を行った。高学年 設定する。ねらいについて 学校参観（見学）について
学部の教育課程 低学年のあそびについて学 学級活動は、生活単元学習、 は、低から高へのつながり
を学級活動に視 部で共通理解を図る。学習 自立活動と押さえて授業実 を意識しながら継続して検 今年度より地域の学校との
点を当てて確認、 内容がわかりやすい学級活 Ｂ 践を積み重ねた。高学年で 討していく。高学年のはば ＰＴＡ交流会（三校交流会）
検討をする。 動の名称変更につなげる。 は週３時間の学級活動のう たきタイムは、実践しなが がなくなった。地域の保護者

ち１時間を自立活動に視点 らねらいや内容をよりよい への理解啓発の取組として、
小 学 部 を当てた授業を行っている。 ものにしていく。 養護学校を参観できる機会を

来年度より、自立活動に視 企画してはどうか、との意見
Ｂ 点を当てた授業をはばたき をいただいた。

タイムと名称変更する。 ＰＴＡ役員とも協議の上、
次年度は学校主催で見学会を

学部間のつなが カテゴリー別グループ会議 今年度は、「算数（認識）」 今後は、他の教科について 実施し、その中でＰＴＡ同士
りを意識しなが や教科会議の中で、「国語 についてのねらいや学習内 も、ねらいや学習内容の整 の交流をはかる時間をつくる
ら、小学部６年 (認識)」「音楽」「図画工 容について検討を行った。 理、検討を進めていく。 方向で検討を進めることとし
間の学習内容の 作」「体育」「算数(認識)」 Ｂ カテゴリー別の班に分かれ、 た。
枠組み作りに着 について、小学部６年間で グループ学習で取り組んで
手する。 取り組む学習内容やねらい いる（かず）の領域のねら ○ボランティア募集について

を整理、検討していく。 いや学習内容について検討
した。 今年度のコーヒーのおもて

キャリア発達の 教科会議や研究の日の研修 自立活動をテーマに学部研 自立活動について、個々の なし学習ではボランティアの
視点・学部間の を通して、個々の実態や発 修に取り組んだ。３年生の 課題に応じた指導内容を設 募集人数が少なかった。地域
つながりを意識 達課題にせまり、授業研究 生徒について事例検討や研 定し、評価の仕方について に広く募集していくので、で
した授業の改善 に取り組む。 究授業で具体的な指導内容 も見直す。 きれば４～５名のボランティ
に取り組む。 について検証することがで アに来てもらえる企画を考え

中 学 部 「しごと」の授業のシステ き、中学部３年間での取組 「しごと」の授業内容につ てもらいたい、との意見をい
ムの変更に伴って、授業内 Ｂ Ｂ と生徒の学びを検証できた。 いてステップアップできる ただいた。
容を整え適宜修正してい ような工夫を取り入れる。 地域コーディネータへの連
く。 「しごと」では、作業内容 高等部の「しごと」担当者 絡をより丁寧に行い、特に新

を１年間のサイクルで取り との連携を密に行うことで たな取組を行う際には、事前
組むことで、生徒が見通し 系統立てた取組を進める。 にその趣旨や内容を確実に伝
をもつことができ、主体的 えることを確認した。
な活動を促すことができた。
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小、中、高のつ 地域とのつながりがある授 「地域ボランティア」の方 継続して他学部や保護者、
ながりとキャリ 業づくりを目標に、「しご に依頼して農場や果樹園の 地域の方とのつながりがも ○センター的機能に関して
ア教育の視点を と」に取り組む。昨年度か 活動、ふれあい文化交流会 てる活動に取り組む。３学
意識した授業作 ら継続して７班に分かれて で受付や清掃、販売等を通 期にも校内で販売日を設定 地域の学校では、必ずしも
りを行う。 活動する。活動内容の検討 Ａ して地域との交流を継続し し、保護者や地域への広報 専門性の高い教員が特別支援
地域社会とのつ や販売の機会を探ることな ている。新たな活動（障子 をする。 を担当しているとは限らな

高 等 部 ながりを意識し ど、地域とのつながりをよ の張り替えや同窓会の依頼 来年度は全学年がＩＣＴ機 い。センター校として活動す
た学習の機会を り意識した取り組みを進め Ａ 作業等）や新製品作りにも 器を持ち、個々に応じた活 る幅を少し広げて、地域の学
積極的に設け、 る。 取り組んだ。 用をすすめる。実践研究の 校を訪問してくれることを希
様々な人々との 成果と課題をもとに学習を 望したい、との意見をいただ
交流を深める。 個々のニーズに応じたＩＣ 「デジタルサポートブック 継続・発展・拡大させる。 いた。

Ｔ機器の活用をすすめる。 の作成と活用」の授業研究 相談内容によって、必要で
パナソニック教育財団の実 Ａ を実施した。学習を通して、 あれば出かけていく方向で体
践研究を行い、授業での活 自分自身で作ったものを使 制づくりを検討することとし
用や研究を行う。 い、相手にわかりやすく伝 た。

えることがより意欲的な姿
勢につながった。 ○教員の働き方、ワーク＆バ

不審者に対して、 不審者に対する防犯研修を 各学部ごとに不審者対応シ 防犯マニュアルはシミュレ ランスについて
より適切な対応 学部別に行い、対応の仕方 ミュレーションを行った。 ーションを行うごとに改善
ができるように をより多くの職員で共有す その反省点をまとめて、そ できている。今年度の改善 教育や福祉、医療のスタッ
する。 る。 の場に集まった者が係を決 案につい フにはゆとりが必要である。
効率よく総務部 め対応することにした。校 て実施・検討を行う必要が 福祉現場では職員の応募が少

総 務 部 の作業などが行 Ｂ Ｂ 内に不審者が侵入したとき ある。 なくなっている。１０年後の
えるようにする。 の放送やさすまた、ほうき、 奈良西養護を考える中で、教
使いやすい情報 ひも等を使うことも合わせ 職員の確保、業務の工夫をど
管理に努める。 て職員に伝えた。 のように行っていくと考えて

いるか、との質問をいただい
それぞれの係のマニュアル いくつかの内容については、 マニュアルについては、今 た。
を作成し、作業内容を共通 マニュアルを作成すること 後もできる限り作成するこ 職員のアンケートにも勤務
認識する。 Ｂ ができた。その他には、分 とと、それを運用するよう 形態についての声が多く出て

掌会議のレジメに次の取り にする。 いること、月１回の定時退庁
組みのことを記入した。 の取組を実施していることな

どを報告した。
昨年度行ったサーバーの新 サーバー内で、フォルダー サーバーなどについては、
系統にデータの移行ができ Ｂ の名前を工夫したり、メモ 引き続き使いやすいデータ ○学部をこえた児童生徒の交
るようにする。 を貼ったりした。 管理を行う。新しいシステ 流について

ムでのデータの保存・利用
について考えていく。 以前は運動会で、小学部児

童と高等部生徒がともに競技
各学部の教育課 昨年度にまとめた「学部の 小中高の「学部の教育（概 学部の教育の詳細版の作成 を行うことがあった。学部を
程をまとめた「学 教育（概要）」の統一様式 要版）」を完成させた。 を進めていく。 こえて子ども同士が協力して
部 の 教 育 （ 概 を使用し、具体的な内容を Ａ Ａ 各学部の教育課程の大枠を 活動する場面も見てみたい、

教 務 部 要）」を完成さ 検討・編集していく。 共有しやすくなったので、 との意見をいただいた。
せ、各学部の教 今後は学部間のつながりを 生徒指導部が中心となって
育とそのつなが 意識しながら教育課程の詳 昼休みの時間に、小中高の児
りを共有する。 細を検討・改善していく。 童生徒がゲームなどをともに

楽しむ時間をつくった。今後
一人一人の指導 研究の日において自立活動 研究の日を７回、公開授業 研究テーマの2年目として、 も、例えば「お楽しみデイ」
・支援を工夫し の具体的な指導内容を考察 研究を３回実施し各学部に 自立活動で立てた目標・指 として、学部をこえて楽しむ

研 究 部 た授業づくりに した授業研究に取り組む。 応じた指導・支援の工夫に 導内容の吟味を進める。 取組を進めていく。
取り組む。 授業づくりに活用できるよ つながった。また自立活動

うに、教材ライブラリを充 Ａ Ａ 実践共有会を開催し全校で
実させる。 取り組みを共有した。教材

ライブラリでは、指導略案
の活用が広がってきている。
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児童・生徒の豊 文化的行事の新しいあり 生徒会で名称を募集し、第1 第1回の反省を受けて、各 ○人権に関わる表記のあり
かな心を育てる 方を検討し、計画的に運 回「奈良西カーニバル」と 学部間の調整をより綿密に 方について

文 化 部 ための 各種文化 営していく。 Ｂ Ｂ して作品展示と体験・発表 し、全校で取り組む行事と
活動を計画・実 等を含めた文化的行事を行 して、各学部の体験・発表 「一人一人」と「一人ひ
施する。 った。学部間の調整を行い、 の時間や場所、内容などを とり」の両方の表記が使わ

係活動や目録印刷など生徒 工夫していく。 れていることについて、統
の積極的な活動も進めた。 一すべきかどうかというこ

ともあるが、それよりも結論
生徒会活動の充 生徒会本部役員を中心と ・あいさつ運動では、生徒 各種行事の実行委員会で を急ぐのではなく、このこ
実を図る。 して、より身近な自治活 会役員や単独通学生だけで は、生徒が主体的に行事に とについてどのような議論

動を積極的に行う。すべ なく、有志の生徒も自主的 取り組むことができている があったか、そのプロセス
ての生徒が参加し、主体 に参加するなどの広がりが が、生徒の負担が大きくな を把握しておくことこそ大

生 徒 指 導 的な活動を通して学部を Ａ 見られた。 りすぎないように生徒会組 事なことである、との意見
部 越えての交流を深める。 ・生徒会役員で相談して今 織自体の見直しや検討が必 をいただいた。

年度は毎学期ごとに異なる 要。今後もバランスを見な
ゲーム企画を考え、ポスタ がら、引き続き生徒会活動 ○奈良西カーニバルについ
ーや放送で全校に呼びかけ の充実を図っていく。 て

Ａ て、昼休みにみんなが一緒
に楽しめる活動を行った。 子どもが中心となって取

り組んでいることがよく分
安全教育を計画 火災避難学習やスクール 従来は授業や生徒の実態等 いつ起こるか分からない災 かりとても良かった、子ど
的に推進する。 バス非常扉訓練、奈良県 を考慮して、午前中のほぼ 害等に備えて、教職員の危 もたちの将来にも役立つと

一斉地震行動訓練を行う Ａ 同じような時間帯に各種避 機意識を高めるよう引き続 思うので、是非このような
にあたり、より実践に近 難学習を行っていたが、よ き呼びかけを行いながら、 学習を増やしてほしい。一
い形で実施し、教職員の り実践に近い形での実施と 安全教育を進めていきた 人一人役割があり、また学
危機意識を高めると共に、 いうことで、固定した時間 い。 年それぞれに特色があって
非常時の安全確保行動や 帯ではなく午前午後も含め 良かった等の評価をいただ
避難の仕方などを児童生 ていろいろな時間帯での避 いた。
徒に身につけさせる。 難学習を行った。

体育的行事を充 体育的行事において、各 ・第六回運動会は３年ぶり ・実施方法をよく検討し、 ○コミュニティスクールに
実させ、企画検 学部間の連携を図り、指 に運動場で実施することが 児童生徒が中心で主体的に ついて
討・準備・実施 導や内容に一貫性や系統 できた。各学部や各分掌が 参加できる全校行事を計画
を行う。体育施 性をもたせる。 入念に準備を行い、無事に する。来年度は地域との行 コミュニティスクールの
設の管理の徹底。 児童・生徒主体の体育的 開催することができた。 事の兼ね合いをみて実施日 実施について質問をいただ

行事にさせる為、他分掌 Ｂ を検討する。 いた。
体 育 部 との連携を密に取り児童 Ｂ 奈良県は平成３４年度ま

・生徒の意識関心を高め でに完全実施できるよう準
る。 ・跳び箱の布（３台）の張 ・報告連絡の徹底をはか 備を進めており、本校は創
行事における各分掌の役 り替え及びプールのシャワ り、早期に修繕箇所を把握 立当初より、地域とともに
割を明確にし、潤滑な運 ー（４台）新品に交換済み。 し対応する。 歩むというコンセプトで学
営に努める。 休日の学校開放も含めた運 校づくりを行っており、地
体育施設の管理を徹底さ 動場及び体育館使用等につ 域のいろいろな方からご意
せ、安全な施設運営をは Ｂ いて検討していく。 見をいただく場として、体
かる。 制づくりを検討する。
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・食育及び保健に ・医療的ケアに関する研 ・医療的ケアに関する研修 ・校医や養護教諭による口
関する継続的な取 修等を実施する。 （基本的な内容、該当児に 腔衛生に関する授業を高等
り組みを通して指 ・アナフィラキシーに関 関する内容）を実施した。 部で実施する。また教材を
導の一層の改善を する研修を行い、緊急時 ・食物アレルギーに関する 利用し、小中の集会で歯み

食育・ はかる。 対応力の向上を図る。ま 研修を行い、緊急時対応力 がきの意識付けを行う。
保健部 ・教職員及び保護 た給食等アレルギー対応 Ａ Ａ の向上を図った。また給食 ・摂食指導におけるチェッ

者研修の充実を図 に関する手続きを整備す 等アレルギー対応に関する クポイントや児童生徒の発
り、知識や技術の る。 手続きの整備をすすめた。 達段階に合わせた歯みがき
向上につなげる。 ・歯科検診及び歯科治療 ・歯科検診及び歯科治療に 方法の資料提供を行う。

に関する保護者研修を行 関する保護者研修を行い、 ・今後も、養護教諭、栄養
う。また口腔衛生に関す 口腔衛生に関する情報の提 教諭、看護師、校医等、専
る情報の提供を行う。 供を行った。 門職のアドバイスとサポー

・緊急時対応に関する研修 トを受けながら、食育及び
・緊急時対応に関する研 Ａ の内容を再考、充実し、次 保健に関する取り組みを継
修の内容を再考する。 年度より実施する。 続していきたい。

進路懇話会を多様 学部別、休日参観後、卒 学部単位に実施した懇話会 懇話会や見学会に積極的に
な形で実施する。 業生の保護者を招くなど はのべ 113名の参加があっ 参加できない家庭に対して

多くの保護者が参加でき Ａ た。各学部段階でできるこ 担任からフォローができる
進 路 るように工夫して懇話会 と、考えることを保護者に ように､教員への情報提供
支援部 を実施する。 Ｂ 伝えることができた。 や研修について､さらに工

事業所の情報をわ データベース、事業所マ 事業所情報等については、 夫をしていく。
かりやすく提供す ップなどを整えたり､昇降 高等部生徒のｉＰａｄ導入
る。 口横の掲示板を充実させ Ｂ にともない活用の方法の検

たりする。 討を進めた。

小学部、中学部の 小学部では、学校間交流 (小）学校間交流において交 (小）居住地校交流方針、
学校間交流や居住 において、昨年度の反省 流会後に富三小学生に向け ねらいについて部で再確認
地校交流、高等部 を受けて事後学習の充実 てアンケートをとり、本校 した。来年度小学部全体で
を中心とした地域 を図ること、居住地校交 から疑問や感想に応える手 共通理解し、よりよい形で
と の 交 流 を 推 進 流の活動内容の充実を図 紙を出した。アンケート結 実施していけるようにした
し、本校教育への ることを目指す。中学部 果やその後の取り組みを通 い。
理解に向けて取り の居住地校交流では、６ Ｂ して両校教師が互いの児童 (中)今後も第６ブロックと
組む。 ブロックとの交流集会の 理解を深めることができた。 継続して実施できるよう、

参加の仕方を検討する。 （中）第６ブロックとの交 地域支援学級と連携を深め
高等部では、教科学習で 流集会に今年も中学部全体 ていく。

地域交流 の地域ボランティアの方 で参加することができた。 （高）今後も地域行事へ積
教育部 との活動を充実させるこ Ｂ 普段関わることができない 極的に参加していくと共

と、また、地域行事に積 同年代の友達と活動でき、 に、販売活動の場を広げて
極的に参加し、地域との 有意義に過ごせた。（高） 地域とのかかわりを深めら
結びつきを深めていくこ 地域ボランティアとの協働 れるようにしていきたい。
とに取り組む。 作業では、今年は年間を通

してボランティアを依頼し、
各学部や行事において実 たくさんの地域の方と共に
施されている交流および 活動することができた。
共同学習の取り組みを、
取り組みごとに年間のス 人権研修を通して本校の交 学部ごとや部全体の取り
ケジュールとして分かり 流及び共同学習、地域との 組みについての流れや反省
やすく整理し、交流活動 Ａ つながりについての１０年 は、次年度も丁寧に引き継
の掌握に努める。 の歩みについて、部内で共 いでいく。

通理解することができ、全
職員に伝える機会を持つこ
とができた
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適正な就学（進学） 校内の児童生徒へのよりよ 校内支援会議の実施は定着し 校内支援会議や教育相談を
・修学推進のため い支援を目指し、校内支援 Ｂ つつあり、各学部で実施され 進める際の力量アップに向
にセンター的機能 会議実施の積極的な呼びか ている。概要は各学部で報告 けて、部内研修として情報
の充実と校内支援 けや事業所との支援会議で し、必要に応じて校内全体で 共有や検証の機会を持つな
の充実を目指す。 支援計画の積極的な活用を 共有することができた。個別 どの工夫をする。

呼びかける。 の教育支援計画の活用につい 地域とのつながりを深め
教育支援 外部支援の充実に向けて教 ては、外部関係機関との情報 ながらニーズを把握すると
部 育相談の中で必要なケース 共有や一貫した支援、手立て ともに、引き続き必要なケ

については訪問相談も行い Ｂ Ｂ にしていくためのツールとし ースについては訪問相談も
ながら地域のニーズに応え て活用している。 行う。
る。 訪問相談は、相談内容や必要 引き続き、夏期・冬期教育
センター的機能に関わる取 性を十分検討し、本年度は２ 相談会への協力依頼を職員
り組みや他校の取り組み等 ケース実施した。 全体に呼びかけ、地域のニ
の情報を校内へ発信し、学 Ａ 教育支援部だよりを４回発行 ーズや本校のセンター的役
校全体の取り組みとしての し、教育相談の概要を中心に 割を知ってもらう機会とし
理解・啓発に努める。 報告を行った。夏期・冬期教 たい。

育相談会では、職員全体に広
く協力を呼びかけ、多くの参
加協力を得て実施することが
できた。
今後は、校内支援会議や教育
相談をすすめる際の力量アッ
プが課題である。

一人ひとりを大 児童生徒が豊かに生きてい 児童生徒それぞれの状態像に ・日頃から足元の問題に学
切にする人権教 くために、個々に配慮をし 応じて、自分の思いや意見を びながら、生徒一人ひとり
育の在り方を追 た人権教育をすすめる。 Ｂ 表現したり、主張したりでき の人権が守られるような取

人権教育 求する。 る場を設定したり支援方法を 組を進める。
推進委員 工夫できた。 ・研修の案内、資料の配布
会 などを通して研修の機会を

地域と共に生きる学校作り 地域資源を活用した授業等を 充実させる。
をめざし、人権教育の啓発 Ｂ 通して、地域住民の本校教育 ・「人権を確かめ合う日」
推進に努める。交流通信等 に対する理解や障害児(者） の取組を継続する。
の充実を図る。 Ａ に対する正しい認識の啓発に ・地域資源を活用した授業

努めることができた。また、 を通して、地域住民への障
人権研修では、障がい児（者）害(児)者理解の啓発を引き
理解の啓発に焦点をあてて各 続き進める
学部の取り組みを交流でき
た。


